
fマルチメディア通信と分散処理ワークショップj 平成20年12月

地方自治体ウェプページからの地域情報獲得
藤田茂人今野将廿

f 千葉工業大学情報科学部情報工学科 付千葉工業大学工学部電気電子情報工学科

地方自治体のウェプページは，地域住民のための情報が数多く掲載されており，その効果的な利用が望
まれている. しかしながら，地方自治体のウェプページのデザインには自治体固有の表記に従っており，
標準的なウェプページ構成が存在しない. そのため，その自治体について多くのことを知りたい転入者
のように，もっとも情報を求めている利用者にとって使い難いものとなっている. また，ヴェプページ
自体が人が閲覧することを前提としているために，他のウェプサービスと組み合わせて，情報を利用す
ることが困難である. 我々は，地方自治体から機械処理可能な情報を抽出することを目的として. その
手法を検討しいくつかの評価実験を行ったのでそれを報告する.
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1  はじめに
これまで多くのウェプコンテンツ，特に htmlで

記述された情報を対象として，情報獲得手法が提
案されてきている 1，2， 3， 4， 5， 6) 我々は地方自
治体のウェプページを対象として，これまでの手
法では困難であった ページ遷移を前提として情
報提供を行うウェプサイトからの情報獲得手法を
提案し，動作を確認する実験を行ったので，これ
を報告する.

2  地域情報ウェブページと既存の情報取
得手法

2.1 地域情報
地方自治体がウェプを介して公開している情報
は，多岐に渡り有用なものが多いが，機械処理を
前提としていないために，二次的な利用が困難で
ある.

たとえば，著者らが属する研究グループで開発
を進めている" 子供や高齢者の見守り支援システ
ム7) " など，人々の生活を対象としたサービスを
提供する場合，イベント開催，道路工事，犯罪発
生率，そして交通事故などの情報が必要である.
これらの情報は，自治体毎にウェプページのデ

ザインが異なるため，それぞれの書式や記載され
ている内容などが異なり，既存のウェプを対象と
した手法を全てのウェブページに適用することは
困難である.
2.2 地域情報ウェブページの構成
ウェプページのデザイン上の構成は，その機械

処理による利便性よりも，むしろ見た目分かりや
すさやインパクトを重視するために，多種多様な
形態を取っている. 本稿では，地方自治体により
地域情報が提供されるウェプページを対象として，
ウェプページのテンプレート形式を，以下の 3形
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式に分類した.

シングル・インスタンス型: ウェブページ内にイ
べントや工事について，一件だけの地域情報
が掲載されている形態

マルチプル・インスタンス型: ウェプページ内に
同一のカテゴリについて，複数件の地域情報
が掲載されている形態

ウェブページ移動型: マルチプル・インスタンス
型において，それぞれの地域情報に対応する
ハイパーリンクが設置され，ハイパーリンク
先にシングル・インスタンス型で詳細な地域
情報が掲載される形態

これらのうち，先に述べたシングル・インスタ
ンス型とマルチプル・インスタンス型については，
野口らの研究 1) で述べられているテンプレート
形式であり，イベントや工事の名称や開始日，終
了日など，一つの事柄を表す情報の単位を“インス
タンス" とし，ウェプページ中に記載されているイ
ンスタンスの数で分類すると，この 2種類に分け
られる. しかし，地域情報を取り扱うウェプペー
ジを観察すると，シングル・インスタンス型によ
り地域情報を記載しているウェプページは，必ず
その上位ウェプページにマルチプル・インスタン
ス型の形式で，それぞれのシングル・インスタン
ス型のウェプページへのハイパーリンクが設置さ
れており，ウェプページ移動型と考えられる. そ
のため，地域情報を扱うことを考慮した場合，新
たに定義したウェプページ移動型を，一つの種類
として扱うことが必要となる.
2.3 ウェプラッパーによる情報取得
構造化文書として利用できない H T M L から，
H T M Lのタグに注目し，目的とする情報を含むタ
グを指定することで 取得したい情報を見つけ出
す， Web Wrapperの研究がある 2) しかしながら，
現状のウェプサイトでは作成者によって利用され
るH T M Lタグの種類や用途が異なる. そのため，
各ウェプページに合わせたラッパーを生成する必要
があり，情報を取得するウェプサイトごとや，ウェ
ブサイトの構成が変わるたびに，新たにラッパー
を生成するのは現実的でない. また，ラッパーを
自動生成する研究もあるが，ハイパーリンク先へ
移動することで，詳細な情報が得られるような構
造を持つウェプサイトが存在するため，そのよう

なウェプサイトでは，ウェプラッパーを用いるこ
とができない.
2.4 文字列の類似度に基づく情報取得
ウェプページの情報を取得する研究として，梅

原らの研究 3) がある. この手法では，あらかじ
め事例として文書を与え，その文書のテキストプ
ロックに意味を付加し，その文書のテキストプロッ
クと取得対象の文書中のテキストプロックとの類
似度を算出することで，語の意味的な把握により，
情報取得を行う手法を提案している.
しかし， 1つの文章に複数の情報が記述された場
合と，単語の類似度と情報の意味に関連が無い場
合には，十分な情報の取得が困難になる.

3  地域情報取得手法の提案
3.1 地域情報取得の概要
本稿では，既存の情報取得手法では適用困難な
ウェプページからの地域情報の取得を行うために，
既存手法に，属性語利用とウェプページ移動処理
を加えた地域情報取得手法を提案する.
属性語は，情報となる語に対して付加されて意
味を包含する特徴ある語である. 地方自治体のウエ
プページは，様々な人が閲覧することが考慮され
ているため，属性語の数が限定されて用いられて
いる. そのため，あらかじめ属性語とその意味を
事例として与えておくことで，意味の特定を行う
ことが可能となる. また，属性語が付加されてい
ない場合は，梅原らの手法 8) を利用することで
対応することが可能となる.
ウェプページ移動型によって情報提供がなされ

ているウェプサイトに対しては，新たにウェブペー
ジの移動処理を行うことで，単一ウェブページに
限定せずに，情報の記述された範囲を特定し機械
的な情報獲得を行うことが可能になる.
地域情報の取得を行うために，提案した手法に
加えて前処理となる部分を含めた地域情報取得の
流れを図 1に示す.
図 1 で示した， H T M L は処理対象としての
H T M L文書であり， Iterative Structure Analysis 
は繰り返し構造解析を示し， Part of Documents 
は， H T M L文書から切り出された部分を示す. こ
れに Case base(事例) を用いて，出力として日付，
タイトル，場所の情報を獲得する.
マルチプル・インスタンス型の文書では，単に複
数の情報が記述されているだけでなく，記述され
る情報は，同一の形式を保った状態で提供されて
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図 1 地域情報取得手法の流れ

いると推定できる. 同一の形式であるために，同じ
H T阻』タグを用いて文書を構成するので， H T M L  
タグの組み合わせが繰り返し構造となっている箇
所を，各インスタンスの範囲を決定することがで
きる. この結果，一組の情報が記述された範囲を
絞り込むことができる.
この処理を，地域情報取得の前処理として行い，

シングル・インスタンス型と見なせる範囲に分割
する. そして，得られたシングル・インスタンス
型の文章，それぞれに対して，地域情報の取得を
行うことで，目的の情報取得を行う.
このとき，地域情報取得の際に用いる事例情報

として， 3.3にて述べる属性語とその対象となる属
性値を，あらかじめ与える.
3.2 繰り返し構造の解析
H T M L文書の繰り返し構造の解析には， H T M L  
文書をボトムアップに構造化を行う南野らの手法
4) を用いる. 南野らの手法は，最もプリミティプ
な繰り返し構造の検出を繰り返すことで， H T M L  
文書の構造化を行う. 処理の過程として，まず，現
時点で最もプリミティプな繰り返し構造を検出し，
検出された繰り返し構造が存在する部分を 1つの
トークンとして置き換える. 1つのトークンに置き
換えることで，新たなプリミティプな繰り返し構
造は，より大域的な構造となる.
この際，繰り返し回数のみが異なるだけで，繰
り返しを構成する基本単位が同じ繰り返し構造は，
同一のトークンで置き換える. これにより，繰り
返し回数は異なるが，繰り返しを構成する基本単
位が同じであるため，構造の解析処理では同一視
される. この H T M L 文書の構造化手法のフロー
チャートを図 2 に示す.

図 2 繰り返し構造解析のフローチャート

まず，入力された H T M L 文書に対して前処理
(Pr・e-Process)を行い，繰り返し構造化を行うため
に不要な箇所を除去することや，開始タグと終了
タグの対応関係の修正を行う. その後，前処理を
終えた文書に対して，最もプリミティブな繰り返
し構造の検出処理 (Iteration Detector) を行う. 検
出された繰り返し構造について，トークンの置き
換え (Find Iteration Structure， Replace Token) 
を行い，さらに大域的な繰り返し構造の検出を行
う. 検出された繰り返し構造をトークンに置き換
えることで，繰り返し構造が検出されなくなった
(Ieration?ー >None) とき， H T M L文書の構造化
(Structured Documents)が完了となる.
図2の手法では，文書の構造化のみを目的とし

ているため，地域情報を推定することはできない.
中野らの手法的では， H T M L タグ入れ子の回数
である深さを基準として重要箇所を判定している.
しかし，コンテンツ部より H T M Lタグが深くなっ
ている場合には，適切に重要な箇所を抽出できな
い場合がある. これに対して， H T M Lタグの繰り
返し構造が，文書中において繰り返し範囲が最長
となる繰り返し構造を探し，その範囲から情報を
取得する手法 6) がある. 本論文ではこの二つの
手法を組み合わせ，重要箇所を判定する.
3.3 属性語と属性値の取得
3ふ 1 属性語と属性値の定義
情報の取得を行う際に用いる属性語は，一覧や
箇条書きをする箇所では，“0 0 0文化ホール" や
“0 0会館" などの語と合わせて記述し，一般化し
て情報の意味を表す“会場" や“開催地" などの語
を用いる. これを属性語と呼ぶ. また，属性語と主
に連続して記述され，属性語と共に記述されるこ
とで情報単位となり，“0 0 0文化ホール" や“0
0 会館" などの情報自体を表す語を属性値と呼ぶ.
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表 1 属性語の取得に用いた H T M L タグと修飾
文字

H T M L タグ I TD. TH.LI.DT .DD.B.STRON，G  .FONT .TINY .EM.TT 

織瑚修飾 * ，掌 . ・， 0 ，・.ロ，'， .. <>. *.合.。
白星値観 I (・l.【-1. <->.(・>>. [-]. [・]. <・>.ω
根尾修鱒 r :， :. /. /， '= 

この際，属性語としで満たす条件は，吉永らの
手法 9) を用いて属性語を発見する.
以下に，属性語の定義を述べる" まず，文書に

おいて，表 1 に示した H T M Lタグ内において，示
されているいずれかの文字修飾がされている部分
文字列，もしくは，文字修飾されていない場合は，
そのタグ内の文字列全体を属性語の候補とする.
この条件を満たす属性語候補のうち，さらに以

下の条件を全て満たす文字列を属性語とする.

・空白文字は入らない連続した文字列である

・接頭修飾は，行頭や文字列の先頭に存在，も
しくは直前が空白文字である

• T D， T Hタグ内で修飾文字を持たない属性語
候補の場合，一行目とー列目のセルに対応す
る箇所である

・文字修飾がされてない場合，事例情報として
与えられた属性語の事例と一致する

接頭修飾の制約において， r行頭や文字列の先頭
に存在，もしくは直前が空白文字j を満たさない場
合，“詳細・申し込み" のような文字列が考えられ
る. この場合，接頭修飾文字( ここでは“・" ) が，
前方の“詳細" の文字列と連続しており，属性語の
接頭修飾としては不適切である. しかし，接尾修
飾では，“会場 : 0 0 0文化ホール" のように，接
尾修飾文字より後方にも文字列は連続する場合が
あるため，接頭修飾のような制約は設けない. ま
た， T D， T Hタグの制約に関しては，表中で属性
語が記述されるのは，主に一行目とー列目のセル
であるという観察 10) から，それらのセルからの
み属性語とする制約を設けた.
このようにして定義した属性語のうち文字修飾
された属性語の取得手順を図 3に示す.
まず属性語の取得には， 3.2にて述べた繰り返し

構造を取得する際に利用した“Text" トークンのよ

FUnction: GetAttribute W o r d  
Input: TextBlock 
BeginProcedure: 

(Prefix，Brackets，Suffix) := 
Division W i t h  WhiteSpace(TextBlock) j  

(5t紅色，5top) : =  
Attribute WOrdPo5ition( 

Prefix，Brackets，S岨 x);
Word : =  

getWord(start，stop); 
EndProcedure: 

図 3 属性語の取得処理手順

うに， H T M Lタグを区切りとしたテキストプロッ
クのみに対して属性語の取得処理 (DivisionWith-
WhiteSpace)を行う. 次に，表 1に示した文字修飾
がされているテキストの推定 (AttributeWordPo・
sition) を行い，さらに，属性語の制約を満たす文
字列を推定 (getWord)する.
3.4 語と属性語の類似度による情報取得
事例として与えた属性語と属性値が，発見され
た属性語と属性値のセットに類似している場合，そ
のセットは，事例と同じ意味を持っていると考え
る. ウェプページ内を 3.2にて限定した範囲におい
て， H T M Lタグを区切りとして分割したテキスト
プロックについて，梅原らの手法を用いて各事例
情報との類似度 Sim(Yi， Vj) を算出する. その後，
それぞれのテキストプロックについて，属性語の
一致比較を行うために，属性語の発見を行う. 本
手法で取り入れた属性語の発見には，吉永ら 9) の
手法を用いて，属性語獲得に用いた文字修飾され
ている語を属性語としている. 属性語を探す範囲
として，主に，同テキストプロック内，もしくは
直前のテキストプロックにあること仮定し，その
範囲での属性語の発見を行うまた，表について
は，一列目と一行自に属性語が記述される場合も
多い 9) 乙とから，それらからも属性語の取得を試
行する. また，テキストプロック中に，属性語の
文字修飾がされている箇所がない場合，そのテキ
ストプロック全体を属性語候補として扱い，事例
として与えられた属性語と比較して一致した場合，
属性語としている. 発見された属性語を，その直
後に現れる語を属性値とし，属性値の類似度を算
出することで，情報の意味的な把握を行う.
求めた類似度に総合的な意味の類似度を求める
ため，事例との属性語の一致についての比較を行
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う. 属性語を考慮した総合的類似度 S(九勾) を以
下に示す.

J S i m (Vi，.V;) + α if属性語が一致S(1i， Tj )  =  <  
J '  1  Sim(九 V;) その他

Vi， v; は Ti，Tj の項ベクトル， αは，属性語
が一致した場合にのみ与えられる定数である. こ
の S(Ti，勾) が大きい値を示すほど， 2つの情報は
意味的に類似していると考える. また，本稿では
α:=2.0とした.
3.5 情報の補完
それぞれの情報について，類似度により取得し
たことで，イベントの名称や開催地が取得できて
いることが期待される. しかし，開催日時に関し
て，それぞれに絞り込んだ対象範囲には，年や月
が省略されている場合がある. そこで，共通の情
報として書かれていると判断し ウェプページ全
体から年と月の情報を得て，年と月の情報を補完
している.

4  実験
4.1 実験の概要
本稿で提案した地域情報取得手法において，実
際の地方自治体ウェプページ・を対象としたときの
有効性を確認するために，提案手法を実装したシ
ステムを作成し，実験を行った. ただし，今回の実
験は， H T M L タグを使ってウェプページ上に情報
発信をしている 20の市区を対象に行われている.
これは，実験対象としなかった市区のウェプペー
ジでは，例えば (br) 改行タグのみのように，ごく
限定された H T M L タグのみを使ってページが構成
されていたり， PDFでの情報発信が中心であって，
本手法が適応できないためである. このため，実
験に用いられたデータには偏りがある.
実験のためにあらかじめ与えた 24種類の事例情
報の例を表2 に示す.
評価実験の対象とするウェプページは，イベン
ト開催情報についてのウェプページを 16件，道路
工事情報についてのウェプページを 4 件選び，合
計 20件のウェプページについて行った.
提案手法の評価基準として，本稿では“正確度
(%)"3) を

正確度= : × 100
を用いた. 対象とするウェプページには，複数の
インスタンスが存在しているため， αは，入力した

、‘，，，唱i，，.‘、

表 2 実験に用いた事例情報の一部
側種別 |蹴値 1.凶
イベント各停 l  小学生省遊び敏也 行事名

イベント JAIJi 宵少年会館 宿所

工司匹坦所 紛鍋市宮本町 2 丁目 工事息所

終了臼 2007 年 12 月 2 日

月摘発 11 月のイベント情" 〈属性鍋なし}

平It 19 年 12 月のイベント倒錯 { 属性舗なし)

地域情報ウェプページに対して，取得した全ての
情報( 名称や開始日などそれぞれを一つの情報と
して扱う) において，正しいテキストデータを持
つ情報についての総数である. 一方で bは，入力
した地域情報が記述されたウェプページ中におけ
る，全ての情報についての総数である.
本稿においては，名称や場所を一組としたイン
スタンス一つの中に，取得すべき情報の種類数が 1
つの地域情報につき 4 情報であることが大部分で
あるため，マルチプル・インスタンス型のウェプ
ページに含まれるインスタンス数と，ウェプペー
ジ中における全ての情報総数の関係は，

全情報総数= インスタンス数×取得情報種類数
(2) 

に近い値となる. この際，取得する情報種類数は，
名称，場所，開始日，終了日の 4 種類であるため，
ウェプページ中に出現するインスタンス数が 15個
であれば，全情報総数は，インスタンス数の 4 倍
の 60件となる. しかし，地域情報の中には，一部
の情報が記載されず，人が閲覧しでも得られない
情報がある. その場合，取得すべき情報とはでき
ないため，情報総数には含めず，全ての取得すべ
き情報のうち，どれだけの情報を取得できたかを
評価の基準とする.
4.2 実験結果
地域情報が記述されているウェプページを入力
としたときの地域情報取得結果を表 3 に示す.
表 3 について，実全情報総数は，正確度を求め
る際に定義した bの値であり，ウェブページ中に存
在している全ての情報が総数が表されている. 取
得情報総数については，b と同様に，正確度を求
めるために定義したαの値であり，評価実験にお
いて，正しい情報を取得できた総数である. 正確
度は，前項で定義した式 1 を用いて計算した値で
ある.
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表 3 実験結果( 一部)

実験. 句 対象情ci 金情領a歎 (b) 思縄情. & 2 歓 (11) iEillI 1%) 

1  習志野市イベント 5 6  4 5  8 0  

2  船鍋1 f t イベント 7 4  6 7  9 1  

e  江戸川区イベント 5 2  3 9  7 5  

1 0  6 0  4 8  8 0  

1 7  鉛崎市道路工事 5 6  5 6  100 

また，各情報の種類ごとにおける正確度にまと
めたものを表 4 に示す.

表 4 情報種類ごとの正確度( 一部)
正.11 1%) 

実験11句 実政対象 開始日 終了目 名S事 絹所( 会喝}

1  習志野市イベント 7 9  7 9  8 6  7 9  

2  自白樋市イベント 100 8 0  8 9  9 4  

6  江戸川区イベント 100 100 4 6  5 4  

1 0  台東区イベント 100 100 100 2 0  

1 7  車} 樋市道路工事 100 100 100 100 

5  おわりに
利用者のページ遷移を前提として情報提供を行
うウェプサイトを対象として，機械的処理によっ
て，情報抽出を行う手法を提案した. 提案手法は
関東の 20市区のウ、エプサイトを対象として評価実
験を行った. これらの対象は，提案手法に適した
ウェプであり，この報告で触れられていない幾つ
かの自治体のウェプページからは有意な情報を得
ることが出来なかった. これは， H T閲 J タグの使
われ方と，表現される情報に関連が規則的に発生
しないウェプページで発生する. 例えば，表を構
成するタグである {td} の中に複数の情報がかかれ
ている場合などである. 今後，タグに依存しない
情報抽出の方式と組み合わせて目的の情報を得る
ことを目指している.
また，本稿で提案した手法では，依然として地

域固有の情報を入手によって保守する必要があり，
目的とした機械処理を完全には達成していてない
という課題が残されている.
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